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地域と子ども学●第6号59
２００５年夏から２００８年の夏までの３年間、家

























































的には、医師（精神科医、小児科医、内科医、放射線科医、救急医、研修医など）やソーシャルワーカー、看護師といった病院スタッフに加え、ファミリ サビスのケースワーカー、警察官、司法検察官など、多くの専門家が集う。ケースによっては 里親制度にかかわる民間機関や管轄外地域 ケースワーカーも連携のために参加する。
初めてこのカンファに参加したとき、隣に座る恰幅
のいい男性がピストルを保持していたの は驚いたが、このカンファは病院からの報酬は一切ない中で、４名の担当警察官が任命されていた。それだけ連携 意義を理解していたわけだ 、ここまでの協働関係、連携の枠組みを作り上げるまでには、多くの人の力を借りながら、６年かかっ と、子ども病院メイヨ ソンセンター所長のパトナム先生は話して れた。子育てを取り巻く環境 状況は決して楽観は きないシンシナティであった 、それだ らこそ、こうした協働的な取り組みや、非常に組織化された子育て支援プログラムも実施されてい 。そ １つでもあるＥＣＳプログラムについて、紹介する。
地域と子ども学●第6号61
〈２００６年３月○日〉高速を降りてダウンタウンを走っているうちに、どうや








実父の３人暮 し（Ｔのボーイフレンド、つまりＡの父親は数日おきに会いに来る） 。リビングにはパイプ椅子にラグをかけただけ ソファ（？）がおいてある以外 家具らしいもの 見当たらない。半袖シャツにオムツ姿 Ａが嬉しそうにハイハイでやってきた。小さな手がとても冷 い。年齢より大人びてみえるＴも、屈託の い笑顔で迎えてくれた。偶然 も私と同じ月齢の子どもを持つ母親が
14歳…。





















した日の自分の記録である。ＥＣＳは、養育者と子どもの関係を支える中で子ども 健全な発達を促し養育者の自己効力感を高めるという目的のもと、シンシナティ子ども病院が中心となり、複数の機関 提携しながら家庭訪問による子育て支援を行 プログラムである。１９９９年から始まったこ 事業、対象は・
10代
の親、 ・シングルペアレント、 ・低収入世帯、 ・社会的孤立傾向にある親、 ・精神疾患や被虐待などの既往歴 ある親、 ５つのいずれかに該当する世帯を対象に 妊
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何種類もの予防接種をすることなんて当たり前。１歳になるまでずいぶんたくさんの予防接種をした娘。毎回、当たり前のように２，３種類の注射を一緒に打たれる。左右から２人の看護師が太もも （！） めがけて 「ワン・ツー・スリー」ブスッという具合に…。そして、 「少し熱が出 かもしれないから、解熱鎮痛剤を飲んでおいてね！」とにこやかに指示される。赤ちゃ ってこんなにたくましいものなんだ…とい こ も教えられた。 同時に、 やはり日本人の細やかさ、 そして地域にしっかり根ざした保健所や行政 ありがたさも改めて実感した３年間でもあった。
